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授業での学生の活動が地域社会に与える影響について
──行政職員に対する語りから──
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A 市と同じく B 市においてもまちづくりのワークショップの参加者を市民から無作為に抽出
し，ワークショップのコーディネーターを学生が行っている。市民が主体的にまちづくりに関わ











である。したがって B 市においても A 市と同じく，授業を通じた学生の活動によって地域住民



















































































































































































































（http : //www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/attach/1335581.htm, 2018. 9. 20.）
────，2012，「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け，主体的に考える
力を育成する大学へ～」
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この小論は，2019 年に開催された第 70 回関西社会学会大会での報告を大幅に加筆修正したものである。
また，平成 29～令和元年度佛教大学総合研究所共同研究プロジェクト「大学におけるアクティブ・ラーニン
グの影響に関する研究」による研究成果の一部である。
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（とくい まさき 共同研究嘱託研究員／育成西中学・高等学校講師）
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